新劇の 始末 



1 干 田國士 



、 劇団 当事者 は、 俳優 志望者の 採用 標準 を、 全然 

改める こと。 即ち、 素質の 点で、 「知性」 と 「教養」 

と、 その 内的生活より 生ずる 「人間的 魅力」 をよ 

リ 重要視し、 近代 社会の 堂々 たる 装飾的 役割 を演 

ずるに 応 はしい 人物 を 選ぶ こと。 

、 「先駆 的」 なる 美名 を かかげ、 徒らに 晦渋な 表現、 

幼稚な 気取り、 唯我独尊 的 理論 を 押しつけな いこ 

と。 (尤も、 ほんた うに 若い もの たちだけ で やる 

その場限りの 仕事なら、 また 何 を か 云 はんや) 

、 「新劇」 の 観客層に ついて 十分 認識 を 深める こと。 

今日、 「新しい 芝居」 即ち 「現代の 演劇」 を 求めて 



「馬」 小山 君の 「瀬戸内海」 川口 君の 「二十 六番 館」 森 

本 君の 「わが 家」 など は、 何れも 芸術的に 相当 高い レ 

ヴ エルに 達した 作品 だが、 まだまだ 「新劇 的」 すぎる。 

とい ふ 意味 は、 舞台に かけて、 どこか、 見物 を まごつ 

かせ、 又は、 退屈させる ところが ある。 即ち、 「神聖な 

退屈」 を 強 ひる 間 は、 それ を 商品と 名 づける こと は 作 

者に 失礼 かもしれ ぬ。 商品た る こと を 欲せぬ、 又は 潔 

しとせ ぬ ことが 明瞭 だからで ある。 

新 協 劇団の 「夜明け 前」 も、 同じ 意味で 「商品」 と 

は 云 ひ 難い。 思 ふやうな 入りがなかった の は 当然で あ 

る。 俳優の 責 izB ばかりと はいへ ない。 



を パスした 免状 所有者の みが、 将来、 「現代劇」 の 信用 

ある 生産者と なり 得る の だと 云って おかう。 (一九 三 

五 • 四) 
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